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平成 29 年４月 10 日 

 
地域貢献活動支援報告書 

 
社会連携研究センター長 殿 

 
                            所 属 教 育 学 部 
                            氏 名 魚 住 明 生 

 
 
活動テーマ 
 

三重県において『未来の科学技術イノベーター』を育成する 

産学官連携プログラムの開発 

実施期間 平成 28 年８月 17 日（水）～20 日（土） 

活動内容 （１）具体的な活動実施内容 

三重県内各地から参加した小・中学生が，抽選でチームを編成し，３泊４日

寝食を共にして，ロボット製作に生き生きと取り組んだ。これに関わる指導は，

県内中学校教員と三重大学教育学部技術科の学生が生徒と同じく寝食を共に

して担当した。４日間の製作で，ほとんどのチームが様々に工夫されたロボッ

トを完成させることができた。 

成果大会では，多くの保護者や一般参観者が集まり，盛大に大会が行われた。

多くの参観者から小・中学生のロボットに感心の声が寄せられた。さらに，ロ

ボット製作キャンプで製作したロボットを活用し，三重県中学生ロボコンへの

出展展示や三重大学科学の祭典への出展 等，県内各地において活動を行った。

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与、広がり） 

終了後のアンケート（「実施報告書」pp.70-72）において，参加生徒並びに

保護者のほぼ全員が本事業に満足していることが示された。このことから，本

事業が目的とした青少年の科学技術への興味の喚起は十分に達成できたと考

える。事業終了後，各方面から来年度の開催を望む声が多くの寄せられており，

さらに地域への貢献が期待できる。 

 

（３）共同実施者との連携状況 

共同実施者とは，メーリングリストにより，密接に連絡を取りながら分担さ

れた業務を行った。具体的には，三重県，四日市市，津市においては報道機関

等への広報を，津市においてはさらに合宿に関わる関係機関との調整を行っ

た。これらの連携により，企画，運営を通してスムーズに事業を行うことがで

きた。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

教育面では，前年度と同様に，三重大学教員・学生，並びに三重県内中学校

技術科の教員が連携して行うことにより，参加した学生は，間近に現職教員の

指導を見ることができると共に，生徒への指導の在り方について直接助言を得

ることができた。このことは，将来教職を志す学生にとって大きな財産になっ

たと考えられる。 

研究面では，三重県において『未来の科学技術イノベーター』を育成する産

学官連携プログラムを開発するために，これまでにロボット製作キャンプに参

加した児童・生徒を対象にアンケート調査を実施し，検討した。その結果，本
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企画が参加者のロボットへの関心・意欲を醸成するとともに，進路選択に関わ

る自己理解を促し，特に工業・工学系の進学した参加者の進路選択において影

響を及ぼしたことなどが分かった。この一連の内容については日本科学教育学

会の科学教育研究の投稿し掲載された。（詳細は同封しました論文をご覧くだ

さい。） 

【文献】 

・魚住明生：小・中学生対象のロボット製作合宿が参加者の進路選択とキャリ

ア形成に及ぼす影響，科学教育研究，Vol.40 No.4， pp.374-383（2016） 

 

（５）イベント等の開催実績（名称、実施場所、参加人数等） 

・ロボット製作キャンプ（詳細は同封しました実施報告書をご覧ください。）

日 程：2016 年８月 17 日(水)～20 日(土)：３泊４日 

会 場：四日市市少年自然の家 

参加者：児童・生徒 44 名，学生 30 名，ＯＢ指導者６名，小・中学校教員

15 名 

 

・成果発表会（詳細は同封しました実施報告書をご覧ください。） 

日 時：2016 年８月 20 日(土) 

会 場：ララスクエア四日市特設会場・四日市市博物館講座室 

参加者：児童・生徒 44 名，学生 30 名，小・中学校教員 15 名，参観者多数

 

・イベント（津まつり）への出展 

日 時：2016 年 10 月９日(土) 

会 場：リージョンプラザ 

参加人数：幼児・小学生約 30 名，学生７名，参観者多数 

 

・成果発表展示 

日 時：2016 年 11 月 11 日(土) 

会 場：高田中・高学校体育館（中学校技術・家庭科創造アイディアロボッ

トコンテスト三重県大会でのブース展示） 

参加者：中学生約 200 名，学生約 30 名，教員約 20 名 

 

・イベント（科学の祭典）への出展 

日 時：2016 年 11 月 13 日(日) 

会 場：三重大学三翠会館 

参加人数：幼児・小学生約 220 名，学生 29 名，参観者多数 

 

・ロボコン体験教室の開催 

日 時：2016 年 12 月 18 日(日) 

会 場：ララスクエア四日市４階特設会場 

参加者：幼児・小学生約 90 名，学生 10 名，参観者多数 

 

（６）これまでの取組によって得られた具体的な成果について 

昨年度のテーマ『気づき・キズナ』を促す過程での子どもたちの多様な関わ

りに注目し，本年度は「伝え合う」活動のさらなる充実を図り，より多くの気

づきと深いキズナが生まれることを目的としてロボット製作合宿を実施した。

本活動の詳細については，第 34 回日本産業技術教育学会東海支部大会（2016

年 12 月 11 日，三重大学）において「ロボット製作合宿における気づきを促す

「伝え合う」活動について」の題目で口頭発表を行い，その成果を報告した。

（詳細は同封しました講演要旨をご覧ください。） 
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【文献】 

・加藤瞬也・南敦之・魚住明生：ロボット製作合宿における気づきを促す「伝

え合う」活動について，第 34 回日本産業技術教育学会東海支部大会講演論

文集，pp.39・40（2016） 

 

表１ 「Jr.ロボコン 2016 in 三重」日程表 

 

 

 

図１ 成果発表会での参加者の活動の様子 

 

 


